
《 
福
祉
特
集
》

支
援
費
制
度
が

始
ま
り
ま
す

障
害
の
あ
る
人
が
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
社
会
に
向
け
て

平
成　

年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

１５

環境と福祉の町づくり情報誌 

SHIWA  TOWN  SINCE  1955 【No.613】 

◎
連
載
第
４
回

み
ん
な
で
考
え
よ
う

市
町
村
合
併

◎
移
動
農
業
委
員
会
報
告
ほ
か

農
業
委
員
会
だ
よ
り

◎
子
育
て
支
援
室
か
ら

「
紫
波

　

ポ
ケ
ッ
ト
」

　
　
　

誕
生

◎
み
ん
な
で
支
え
、
み
ん
な
で
利
用　

介
護
保
険

◎
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う　

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を

◎
情
報
掲
示
板　

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
教
室
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　

町
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
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1

今月の目次＆ポイント

支援費制度が
　　　始まります 3
　　■ポイント 平成１５年４月からスタートす

る障害を持つ人のための支援費制
度をご紹介します。

「紫波ポケット」誕生 6
　　■ポイント 新しい子育ての環境を目指す
「紫波ポケット」が誕生しました。
「預かり会員」と「お願い会員」を募
集しています。

みんなで考えよう市町村合併 7
　　■ポイント 連載第４回目となる今号では、

市町村合併をめぐる国の動き、県
の動き、そして町の今後のシミュ
レーションをあつかいます。

農業委員会だより 10
　　■ポイント 町内３カ所で行われた移動農

業委員会を中心にお伝えします。

介護保険 12
　　■ポイント ２０００年からスタートした介護

保険のあらましやサービス利用の
手続をご紹介します。

水道管の凍結にご注意を 14

まちの話題 16

情報掲示板 19

産直・自慢の逸品 20

〈
町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉

厳
し
い
財
政
に
ご
理
解
を

　

あ
と
半
月
で
今
年
も
暮
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
日
ご
ろ
、

町
民
の
皆
様
に
は
ご
指
導
、
ご
意
見
を
賜
り
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
今
回
は
最
近
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
度
は
、
前
年
比
で
国
か
ら
の
地
方
交
付

税
と
町
税
が
と
も
に
前
年
比
二
億
八
千
万
円
減
り
、
十

五
年
度
で
は
さ
ら
に
厳
し
く
五
億
円
強
の
減
額
と
な
る

予
想
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
国
庫
補
助
金
も
五
パ
ー

セ
ン
ト
削
減
の
予
定
で
す
。
一
方
、
県
に
お
い
て
は
公
共

事
業
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
の
見
通
し
で
、
平
成
十
五
年

度
予
算
編
成
に
苦
慮
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
今
年
は
、
台
風
六
号
に
よ
り
町
民
の
皆
さ
ん
は

大
き
な
被
害
を
う
け
ら
れ
ま
し
た
。
災
害
復
旧
の
た
め
、

土
木
、
農
林
、
下
水
道
で
約
十
一
億
円
を
予
算
化
し
て
い

ま
す
。
一
部
国
庫
補
助
金
も
あ
り
ま
し
た
が
、
財
政
が

厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
以
降
は
、
新
た

な
防
災
計
画
の
下
に
二
度
と
同
じ
被
害
を
受
け
な
い
よ

う
優
先
事
業
と
し
て
取
り
組
む
計
画
で
あ
り
ま
す
。

　

来
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
補
助
金
、

負
担
金
に
つ
い
て
ム
ダ
の
な
い
よ
う
一
件
づ
つ
検
討
し
、
事

業
の
重
点
化
、
集
中
化
、
計
画
の
見
直
し
、
行
政
経
費
の

削
減
を
図
り
な
が
ら
厳
し
い
財
政
を
乗
り
切
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
町
民
、
事
業
者
皆
様
の
ご

理
解
を
得
る
こ
と
が
必
須
で
あ
り
ま
す
。

　

来
年
も
「
循
環
型
ま
ち
づ
く
り
」
で
、
自
立
し
た
活
力

あ
ふ
れ
る
紫
波
町
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
に
は
す
ば
ら
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
お

祈
り
申
し
上
げ
、
一
年
の
お
礼
と
い
た
し
ま
す（

藤
原　

孝
）

町

関

係

の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア

ド

レ

ス

【メールアドレス】info@town.shiwa.iwate.jphttp://www.town.shiwa.iwate.jp【紫　　   波   　　町】
【メールアドレス】siwakyoi@rnac.ne.jphttp://www.rnac.ne.jp/̃ siwakyoi/ 【教   育    委   員   会】

http://www.rnac.ne.jp/̃ siwakyoi/kodomo/【こどもネット・しわ】
http://www.shiwacho.ed.jp/【紫 波  図 書 ネ ッ ト】
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支援費制度Q&A

①
支
援
費
の
支
給
申
請
 

②
支
給
決
定
 

⑤
利
用
者
負
担
額
の
支
払
い
 

④
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
 

③
契
約
 

⑦支援費の支払い 
（代理受領） 

⑥支援費の請求 
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※
注
１
 【
西
尾
私
案
】 

 　
首
相
の
諮
問
機
関
で
あ
る
地
方
制
度

調
査
会
の
西
尾
勝
副
会
長
が
ま
と
め
た

市
町
村
合
併
に
関
す
る
私
案
。
 

　
平
成
十
七
年
三
月
に
合
併
特
例
法
の

期
限
が
切
れ
る
の
を
機
に
、市
町
村
の
意

思
に
よ
る
「
自
主
合
併
」
か
ら
政
府
の
強

権
発
動
に
よ
る
「
強
制
合
併
」
に
移
行
さ

せ
る
こ
と
が
ね
ら
い
。
町
や
村
を
「（
県
に

よ
る
）事
務
代
行
方
式
」
ま
た
は
「（
市
へ

の
）編
入
町
村
方
式
」
に
よ
り
全
廃
し
、基

礎
的
自
治
体
を
す
べ
て
「
市
」
に
再
編
し

よ
う
と
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
強

権
発
動
さ
れ
る
対
象
の
基
準
は
人
口
一
万

人
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
私
案
と
し
て
い
ま
す
が
、地
方
制
度
調

査
会
中
間
報
告
の
ベ
ー
ス
に
な
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
全
国
町
村
会
は
、十
一
月
十
二
日
、「
西

尾
私
案
」
に
対
す
る
反
対
意
見
を
政
府
に

提
出
し
て
い
ま
す
。
 

　
市
町
村
合
併
は
、国
と
地
方
の
財
政

危
機
の
回
避
や
、地
方
分
権
の
受
け
皿

と
な
り
う
る
基
礎
自
治
体
の
構
築
が
目

的
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、将
来
に
わ
た

る
地
域
の
あ
り
方
や
住
民
生
活
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。 

 　
今
年
十
月
に
共
同
通
信
社
が
行
っ
た

合
併
動
向
調
査
で
は
、中
国
、四
国
、九

州
な
ど
西
日
本
で
合
併
協
議
会
設
置
な

ど
の
進
展
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、人
口

三
万
〜
四
万
人
の
小
規
模
合
併
が
中
心

と
い
う
結
果
で
し
た
。 

　
一
方
、岩
手
県
を
は
じ
め
と
す
る
東
日

本
で
は
、昭
和
の
大
合
併
に
よ
り
、西
日

本
に
比
べ
て
町
村
の
数
が
少
な
く
な
っ

た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、そ
の
動
向
は
低

調
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
中
、「
西
尾
私
案
」（
※

注
１
）が
公
表
さ
れ
た
こ
と
で
、合
併
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
論
議
が
再
燃
し
て

き
ま
し
た
。 

　
自
治
体
に
は
、青
ヶ
島
村（
東
京
都
）

の
よ
う
に
、人
口
二
百
人
ほ
ど
で
も
村

議
会
を
持
ち
村
長
が
い
る
と
こ
ろ
も
あ

れ
ば
、人
口
二
十
八
万
人
で
も
議
会
も

な
け
れ
ば
首
長
も
い
な
い
横
浜
市
北
区

（
日
本
一
大
き
な
行
政
区
）の
よ
う
な
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
を
ど
う
す
る
か
は
、現
下
の
行
政

課
題
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

　
し
か
し
「
西
尾
私
案
」
が
主
張
す
る

よ
う
に
、全
国
一
律
強
制
的
に
、小
さ
な

自
治
体
を
な
く
し
て
大
き
な
自
治
体
を

作
る
こ
と
が
、地
方
分
権
、少
子
高
齢
化

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
社
会
の
姿
で
あ
る

の
か
は
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

みんなで考えよう 
合併特集 
VOL.4
合併特集 
VOL.4

市町村合併市町村合併
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県が示した合併パターン別の区域面積・人口密度比較 

1市5町村 

面積 1，984ｋm2 
 

香川県（１，８７６ｋm2、人口密度５４５人/ｋm2） 
大阪府（１，８９３ｋm2、人口密度４，６５８人/ｋm2） 
いわき市（１，２３１ｋm2、人口密度２９２人/ｋm2） 
 

県が示した合併パターン 

他県との比較（区域面積・人口密度） 埼玉県（３，７９７ｋm2、人口密度１，８３８人/ｋm2） 
奈良県（３，６９１ｋm2、人口密度３９１人/ｋm2） 
鳥取県（３，５０７ｋm2、人口密度１７５人/ｋm2） 
東京都（２，１８７ｋm2、人口密度５，５５１人/ｋm2） 

県が示した合併パターン 

他県との比較（区域面積・人口密度） 

人口 
密度 

218人/ｋm2 
（人口  433，398人） 

面積 3，642ｋm2 
 

人口 
密度 

135人/ｋm2 
（人口  491，384人） 

盛岡広域 
生活圏 
１１市町村 

盛岡市 雫石町 

玉山村 

滝沢村 

紫波町 矢巾町 

盛岡市 

玉山村 

紫波町 
矢巾町 

葛巻町 

岩手町 

滝沢村 

西根町 
安代町 

雫石町 

松尾村 

　
県
が
示
し
た
二
つ
の
合
併
パ
タ
ー
ン

に
よ
れ
ば
、一
市
五
町
村
で
は
香
川
県

よ
り
広
い
面
積
と
な
り
、盛
岡
広
域
生

活
圏
十
一
市
町
村
の
合
併
市
の
場
合
は
、

鳥
取
県
よ
り
も
大
き
く
、奈
良
県
に
も

匹
敵
す
る
面
積
と
な
り
ま
す
。（
下
地

図
参
照
） 

　
逆
に
人
口
密
度
は
、一
市
五
町
村
で

は
香
川
県
の
二
分
の
一
以
下
で
あ
り
、

区
域
面
積
が
全
国
一
の
い
わ
き
市
よ
り

も
低
い
数
値
と
な
り
ま
す
。
十
一
市
町

村
の
場
合
は
、鳥
取
県
よ
り
も
さ
ら
に

低
い
数
値
と
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、一
市
五
町
村
は
、本
誌
十
月

号
で
紹
介
し
た
「
盛
岡
都
市
圏
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
も
示
さ
れ
て
い
る
と
お

り
地
域
性
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。 

 　
い
わ
き
市
は
、そ
の
区
域
面
積
の
広

さ
か
ら
全
国
一
行
政
効
率
の
悪
い
都
市

と
も
評
さ
れ
、都
市
基
盤
の
整
備
に
三

十
年
以
上
を
費
や
し
て
、や
っ
と
良
い

評
価
が
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
一
般
に
合
併
す
る
と
効
率
的
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、本
当
に
効
率

的
に
な
る
の
か
は
区
域
面
積
や
人
口

密
度
に
も
よ
っ
て
き
ま
す
。 

　
県
の
合
併
パ
タ
ー
ン
で
は
、い
わ
き

市
よ
り
も
は
る
か
に
広
い
区
域
面
積
の

市
を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、同
じ
轍
を

踏
ま
な
い
研
究
と
工
夫
が
必
要
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

　合併により大規模な自治体を作ろうとする一方で、
横浜市など人口の多い都市では、地域分権（薄れ
た自治意識を回復するための狭域自治組織の制
度化など）が課題と考えられています。 
　本県は区域面積が広く、県が示した合併パター
ンでは他県に匹敵する面積の市となります。 

　合併する・しないにかかわらず、少子高齢社会の
進展や環境はもとより、地域の特性や歴史などを
考え合わせ、地域分権の観点からも検討が必要と
思われます。 
　自らが住む地域は、自らが良くしていくという自
治の気概は常に必要です。 
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歳　入　合　計 

　町  　　　　税 

　譲与税･交付金 

　地 方 交 付 税 

　国 県 支 出 金 

　町  　　　　債 

　その他諸収入 

 12,058 11,411 11,062 11,108 10,948 △1,110  

 2,874 2,891 2,951 2,966 2,988 114  

 861 836 836 836 836 △   25  

 5,204 4,629 4,186 4,153 3,930 △1,274  

 1,198 1,239 1,268 1,301 1,326 128  

 548 500 500 500 500 △   48  

 1,373 1,316 1,321 1,352 1,368 △    5 

 12年度
 17年度 22年度 27年度 31年度 

12年度と 
 （決算額）     31年度の比較 

単位：百万円 歳入の予測 

　
県
が
今
年
作
成
し
た
合
併
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト（
財
政
推
計
ソ
フ
ト
）

を
使
っ
て
歳
入
の
推
移
を
予
測
し
て
み

ま
し
た
。
基
本
条
件
は
、平
成
十
二
年

度
決
算
ベ
ー
ス
、経
済
成
長
率
〇
％
、

普
通
交
付
税
の
伸
び
率
は
毎
年
度
〇
・

五
％
減
、町
債
発
行
は
五
億
円
と
し
て

い
ま
す
。 

　
そ
の
結
果
、町
税
は
概
ね
横
ば
い
で

す
が
、二
十
年
後
の
地
方
交
付
税
は
十

二
億
円
以
上
減
額
す
る
と
見
込
ま
れ
、

歳
入
合
計
で
は
十
一
億
円
の
減
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 　
経
済
が
近
年
の
よ
う
に
右
肩
下
が

り
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、歳
入
に
見
あ
っ

た
歳
出
の
あ
り
方
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

　
歳
出
を
抑
制
す
る
方
策
の
一
つ
と
し

て
、普
通
建
設
事
業
を
い
か
に
重
点
的
・

効
果
的
に
行
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
考

え
て
い
ま
す
。 

　
公
共
施
設
を
建
設
し
た
場
合
、同

時
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
発
生
し
ま

す
。
右
肩
上
が
り
の
時
代
、多
く
の
市

町
村
は
公
共
施
設
の
将
来
に
わ
た
る

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
十
分
注
意
を
払

っ
て
い
た
か
反
省
す
べ
き
点
は
あ
り
ま

す
。大
都
市
で
あ
っ
て
も
、こ
う
し
た
コ

ス
ト（
経
常
経
費
）が
か
さ
み
、あ
え
い

で
い
る
の
は
こ
の
た
め
と
考
え
ら
れ
ま

す
。 

　
本
町
で
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に
、将

来
の
行
政
コ
ス
ト
に
留
意
し
た
行
政

経
営
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
新
聞
な
ど
で
、合
併
懇

談
会
の
記
事
を
目
に
し

ま
す
が
、時
々
疑
問
に
思

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
れ
は
、「
今
後
、地
方

交
付
税
は
減
額
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、合
併
特
例

法
の
期
限
内
に
合
併
し
て
、

各
種
の
財
政
措
置
が
受

け
ら
れ
る
十
年
間
の
う
ち

に
都
市
基
盤
整
備
や
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

っ
て
い
く
」
と
い
う
内
容

の
発
言
で
す
。
同
時
に
発

生
す
る
コ
ス
ト
に
留
意
し

た
も
の
か
ど
う
か
は
疑

問
で
す
。 

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
、

将
来
に
わ
た
っ
て
住
民
が

負
担
す
る
こ
と
に
な
る
わ

け
で
す
。 

　
合
併
協
議
会
な
ど
で
、

合
併
市
の
建
設
計
画
を

立
て
る
場
合
は
、将
来
の

コ
ス
ト
が
ど
の
程
度
に
な

る
か
も
含
め
て
、慎
重
に

検
討
し
て
い
く
姿
勢
が
求

め
ら
れ
ま
す
。 

　
合
併
し
て
も
し
な
く
て

も
、行
政
コ
ス
ト
と
住
民

負
担
の
関
わ
り
は
、ま
す

ま
す
重
要
な
課
題
と
な

り
ま
す
。 

ひとこと 

●９



　農業委員会では農業、農村が抱えているさまざまな問題を地域の皆さんと
一緒に考え、明るい農村づくりを推進するため移動農業委員会を毎年行って
います。今年は、11月24日水分公民館、赤石公民館、佐比内公民館の3会場で
開催したところ女性33人を含む122人の参加があり農業問題に対する感心の
高さが伺われました。 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊  
　今年度の移動農業委員会では、依然として厳しい農業情勢に直面しているこ

とから、各会場とも活発に意見交換が行われました。特に、見直しが進められてい

る米政策や農地問題などについて参加者から多くの質問や意見が寄せられ、また、

農地の賃貸借や転用の手続きなどについては個別相談も受けました。 

　以下、３会場で出された課題や要望提言の一部を紹介します。 

○農業後継者が減少しこれからの農業・農村の存続が危ぶまれる。早期に
集落営農を確立するため支援してほしい。  

○今まで農業・農村の担い手だったものが高齢化し、小作すらもできなく
なってきている。小作の受け手に対し支援する制度はないか。  

○今後も認定農業者を増やしたいといっているが、必ずしも地域に貢献し
ているとはいえない。地域に貢献できるかどうかを判断して認定するべ
きではないか。  

○農作物の価格は下がる一方なのに、農作業標準賃金は変わらない。作
業受委託も難しくなってきている。標準賃金の設定をもっと吟味してほ
しい。  

○現在小作契約を行っているが、今年度標準小作料が下がったようだ。契
約途中でも小作料を変更できるか。また、小作に配分される生産調整の
面積を緩和してほしい。  

○労働力不足で遊休農地が増えている。農家で借り手がないとすれば市
民農園や学童農園で利用する方法を考えてはどうか。  

○遊休農地が増えるのは、後継者不足や少子化が影響している。後継者対
策は急務である。  

○中山間直接支払制度は耕作放棄の歯止めとして大変有効なので、5年後
も継続されることを望む。 

水分公民館会場での移動農業委員会 

たい肥散布による土壌改良 

　農業委員会ではこれらの提言を活動に反映させ、これからの地域農業発展の

ために役立てていきたいと考えています。 

農業委員会 
だより 
農業委員会 
だより 
農業委員会 
だより 

農業委員会 
だより 
農業委員会 
だより 
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こ
の
ほ
ど
家
族
経
営
協
定
を
行
っ
た
の
は
、

稲
藤
の
新
里
哲
之
さ
ん
家
族
と
中
島
の
佐
々

木
雅
博
さ
ん
夫
婦
。
調
印
式
は
、盛
岡
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
小
田
島
所
長
と
農

業
委
員
会
の
平
舘
会
長
の
立
会
い
の
も
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
経
営
に
お
け
る
家
族
の

役
割
や
労
働
報
酬
、就
業
時
間
な
ど
を
定

め
て
、家
族
農
業
経
営
の
将
来
に
向
け
た

取
組
み
を
書
面
で
約
束
し
ま
し
た
。 

　
家
族
経
営
協
定
は
、家
族
農
業
経
営
に

お
け
る
女
性
の
地
位
の
確
立
や
、担
い
手
育

成
の
観
点
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、紫
波
町
で

調
印
式
を
行
っ
た
の
は
今
回
始
め
て
で
す
。 

　
平
成
十
五
年
春
の
開
園
を
目
指
し
、遊

休
農
地
か
ら
市
民
農
園
に
す
る
た
め
の
畑

地
化
の
作
業
を
急
ピ
ッ
チ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
農
園
は
、遊
休
農
地
の
有
効
利
用
を

図
る
目
的
と
農
業
委
員
会
の
活
動
の
一
環

と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、候
補
地
の
調
査

か
ら
選
定
、畑
地
化
の
作
業
ま
で
農
業
委

員
が
主
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
現
地
は
、遠
く
に
岩
手
山
を
望
み
、眼
下

に
は
北
上
川
が
流
れ
周
辺
環
境
に
恵
ま
れ

た
と
こ
ろ
で
、利
用
者
を
募
集
を
し
た
と
こ

ろ
、す
で
に
紫
波
町
を
始
め
盛
岡
市
、矢
巾

町
な
ど
か
ら
二
十
人
以
上
の
申
込
を
受
け

て
い
ま
す
。 

　
七
月
十
一
日
、町
内
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
台
風
六
号
は
、戦
後
三
番
目
と

も
い
わ
れ
る
豪
雨
の
た
め
農
地
や
農
業
用

施
設
に
多
く
の
爪
跡
を
残
し
ま
し
た
。
 

　
農
業
委
員
会
で
は
、被
害
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、農
家
は
近
年
に
な
い
深
刻
な
状
況

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、平
舘
会
長
と
熊
谷

会
長
職
務
代
理
が
藤
原
町
長
を
訪
ね
被

害
の
早
期
復
旧
支
援
を
要
望
し
ま
し
た
。
 

家族経営協定を行った新里さんと佐々木さん 

藤原町長に要望書を提出する平舘農業委員会会長 

農業委員会 
だより 
農業委員会 
だより 

農業委員会 
だより 
農業委員会 
だより 
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◎ 
各
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
最
寄
り
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に

所
属
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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電話番号所　在　地業　所　名

672-4522日詰字東裏８５-1
（保健センター内）

紫波町指定居宅
介護支援事業所

676-5777桜町字三本木４６-１にいやま荘居宅
介護支援事業所

672-3258二日町字古館３５６-１
（総合福祉センター内）

社会福祉協議会
指定居宅
介護支援事業所

671-1220北日詰字白旗８４-３

しわ訪問看護
ステーション虹
指定居宅介護
支援事業所

671-7050土舘字関沢２４-１百寿の郷
介護保険相談所

671-1101日詰字郡山駅５７-３紫波町在宅介護
支援センター
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●１４

合計141件 

合計153件 

0

20

40

60

80

100

凍結個所の 
内訳と件数 

月別の 
凍結件数 

台所 
61件 

12月 1月 2月 

19件 

28件 

94件 

ボイラー・ 
給湯23件 

トイレ 
16件 

風呂24件 

洗濯機 
11件 

洗面所 
9件 

その他 
9件 
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水
道
は
、
気
温
が
氷
点
下
四
度
以
下
に
な

る
と
凍
結
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
最
悪

の
場
合
は
、
水
道
管
が
破
裂
す
る
こ
と
も
。

凍
結
・
破
損
防
止
の
た
め
、『
水
抜
き
』
を
す

る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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電話番号所在地事業者名

６４７-３２８６盛岡市中堤町（株）盛福水道工業

０１９８-４５-２４４８石鳥谷町好地石鳥谷工業（有）

６３９-０４４１盛岡市永井（有）大同水道土木工業所

６３６-０７１１盛岡市南仙北旭管工（株）

６５８-１４２４盛岡市上太田（有）盛岡熱動

６３８-６１４４盛岡市東見前盛岡ガス工業（株）

６７６-３１６３紫波町日詰（株）小松組

６３６-０２２３盛岡市仙北中亀建設（株）

０１９８-４５-４４２２石鳥谷町八幡森下産業（株）

６３５-５９１４盛岡市津志田（有）東都工業

６５３-１２２１盛岡市城西町（株）山與

０１９８-２４-５１５１花巻市東町光和工業（株）

６５２-４５３５盛岡市東山（有）吉田設備工業

６９６-２４１４盛岡市黒川（有）サン住設

０１９７-６７-６２６３北上市相去町（有）岩中システムサービス

６３８-１２２２盛岡市津志田積和建設盛岡（株）

６４１-９２１１盛岡市青山（有）こずかた水道設備

６６１-８３５６盛岡市東緑が丘（有）姫神設備工業

６５８-０７３３盛岡市中太田（有）東洋設備企画

６４７-２７７５盛岡市西青山東北アクア工業（株）

０１９８-４５-６０３４石鳥谷町新堀高北設備工業

６５８-１１１３盛岡市下太田（株）東北ターボ工業

６３４-１０１１盛岡市本宮（有）杜陵工業

０１９８-４５-５５８３石鳥谷町上口（有）小田嶋設備工業

６３８-５８３４盛岡市東見前小田島　豊二

０１９８-４５-４５６３石鳥谷町好地（有）ヤマモト

０１９８-２３-５３９５花巻市星が丘（株）理水興業

０１９８-２２-３０３６花巻市松園町（有）日本住設

０１９８-４２-４０００東和町安俵（株）大久保建設

６４５-３８５５盛岡市西青山北東北設備（有）

６８８-６６１３滝沢村滝沢（有）アルク

０１９８-４５-５８９６石鳥谷町八幡（有）ミタカ住設

０１９８-２６-３８００石鳥谷町南寺林（株）佐賀建設

６３８-３７０４盛岡市内丸泉金物産（株）

６６２-１６３３盛岡市緑が丘（有）外山工務店

６９７-２５５０矢巾町間野々大進建設（株）

６４１-３３６８盛岡市みたけ（株）北光

０１９８-２７-５７７７花巻市小瀬川（株）吉田工業所

６６１-４９５９盛岡市三ツ割（株）日進工業

０１９８-２１-４０７７花巻市西宮野目小野寺水道設計

６２３-２４４５盛岡市清水町佐々兼工業（有）

６４７-０４１９盛岡市北天昌寺町（株）小林水道工業所

６９６-５６１１盛岡市黒川岩手日化サービス（株）

６９２-５４５６雫石町名子（有）丸水工業

０２２９-２２-２１０５古川市福浦アックス草刈設備（株）

６４６-４９５２盛岡市上堂（株）メイクホーム

６４６-５１１０盛岡市上堂（有）寺澤設備

６３７-２００３矢巾町流通センター南（株）リフォームサービス岩手

電話番号所在地事業者名

６７２-１２３１盛岡市上厨川（株）高設

６５１-８６１１盛岡市本町通（株）中央設備

６７３-７６５５紫波町上平沢（有）小田島鉄工所

６６１-５２００盛岡市上田（有）新世水機工業

６５４-２６０２盛岡市東安庭菱和設備（株）

６４６-９５１１盛岡市上堂（株）岩手管工

６７６-４１１１紫波町遠山（株）遠山産業

６７２-４４１１紫波町桜町橘建設（株）

６７２-３２２６紫波町高水寺（有）加藤水道工業所

６７３-７９１０紫波町上平沢小田中水道工事店

６４１-１３５１盛岡市月が丘（株）綜合設備産業

６７６-３０００紫波町桜町（有）藤水道設備

６２４-１６６１盛岡市天神町（株）千田組

６７２-２３０３紫波町桜町（資）富岡鉄工所

６４１-２２４１盛岡市みたけ富士水工業（株）

６７６-３６１０紫波町日詰佐々木建設（株）

６２４-６２６６盛岡市本町通（有）三和水道工業所

６４３-６１０２盛岡市みたけ山王水道工事（有）

０１９８-２２-２４７７花巻市材木町花住ホ-ム（株）

６４５-３５３０盛岡市大館町中央水道土木（株）

６４５-１３２０盛岡市厨川（有）伸栄設備

６０５-７６６０盛岡市湯沢（有）中野設備工業所

６３５-８５８５盛岡市本宮（有）カネシゲ工業

６５９-１１２２盛岡市上太田（株）滝沢工業

６５２-３０８８盛岡市加賀野（株）山崎組

６２３-５４２６盛岡市大通（株）岩水

６７６-４４９９紫波町日詰（有）アサカ住設

６３９-６６７０盛岡市津志田（有）三星住設

６６１-８５１１盛岡市三ツ割（有）田中水道工業所

６９７-２２４５矢巾町下矢次タカヨ建設（株）

６３６-４８１２盛岡市向中野（有）浅沼地下水

０１９８-４５-２８８６石鳥谷町新堀（有）岡田設備

６５９-２１８８二戸市福岡馬渕川設備（株）

６６１-０１４１盛岡市小鳥沢（有）新光設備

６９７-３０５０矢巾町高田カワハラ興業（株）

６６１-１５１１盛岡市三ツ割（有）北山水道工業所

６２４-４５０９盛岡市住吉町（株）田中組

０１９７-６３-７７７４北上市常盤台丸片機水工業（株）

６９７-３１４１矢巾町南矢幅水本建設（株）

６９７-６０５８矢巾町高田（有）昆組

６９７-２８４５矢巾町下矢次くみあい鉄建工業（株）

６９７-５１５２矢巾町南矢幅（有）丸水工業矢巾

６８８-００５０滝沢村滝沢エムテック（株）

６９７-２３１８矢巾町西徳田（株）水清建設

６２３-６３５６盛岡市山岸（有）幸和住設

６４１-０２５１盛岡市上堂（有）浜名設備

６５８-１５０５盛岡市猪去盛和工業（株）
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●１６

　

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
募
集

し
た「
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
紫
波
第
三
中

学
校
二
年
齊
藤
遥
さ
ん
の
「
祖
母
の
支

え
と
な
る
税
」
が
財
団
法
人
大
蔵
財
務

協
会
理
事
長
賞
に
入
選
し
ま
し
た
。
全

国
六
千
九
十
一
校
か
ら
四
十
万
五
千
十

七
編
の
応
募
が
あ
る
中
、
県
内
で
は
最

高
、
全
国
で
も
上
位
か
ら
三
番
目
に
位

置
す
る
賞
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　

十
二
月
十
一
日
に
は
盛
岡
税
務
署
が

紫
波
三
中
に
訪
れ
賞
状
の
伝
達
が
行
わ

れ
、
全
校
生
徒
で
齊
藤
遥
さ
ん
の
栄
誉

を
讃
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
次
の
皆
さ
ん
も
入
選
し

て
い
ま
す
。
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まちの 
話　題 

齊
藤
遥
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト「
賞
を
い
た
だ
け
る

な
ん
て
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
夏
休
み
の
課
題
と
し
て
税
の

作
文
に
取
り
組
ん
だ
の
で
す
が
、
身
近
な
祖

母
の
こ
と
な
の
で
書
き
や
す
か
っ
た
で
す
。

で
も
提
出
す
る
ま
で
何
回
か
書
き
直
し
ま
し

た
。
祖
母
も
喜
ん
で
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。」

　

私
の
祖
母
は
、
目
が
不
自
由
で
す
。私
が
生
ま

れ
た
時
か
ら
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
が
特
別
な

こ
と
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
し
、
そ
の
よ
う
な
祖
母

を
特
別
に
意
識
す
る
こ
と
な
く
自
然
に
接
し
て
き

ま
し
た
。

「
今
日
は
ど
ん
な
服
を
着
て
い
る
の
。」

と
、
い
つ
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
聞
い
て
く
る
祖
母

の
言
葉
か
ら
、
私
の
顔
を
見
た
こ
と
が
な
い
こ
と
に

改
め
て
気
が
つ
き
ま
し
た
。祖
母
は
孫
の
私
を
頭
の

中
で
想
像
し
、
成
長
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

祖
母
は
両
目
が
見
え
な
く
て
も
、
畑
に
大
好
き

な
花
を
植
え
た
り
、
洗
濯
を
し
た
り
、
犬
に
エ
サ

を
あ
げ
た
り
と
、
目
が
見
え
る
お
年
寄
り
と
少
し

も
変
わ
ら
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

時
に
は
、
一
人
で
は
不
便
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る

と
言
い
ま
す
。例
え
ば
、
他
人
の
家
や
知
ら
な
い
場

所
に
行
っ
た
と
き
は
、
パニ
ッ
ク
に
な
る
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
話
を
聞
く
と
、
私
は
祖
母
の
こ
と
が
心
配

に
な
り
ま
し
た
。

　

ど
う
に
か
祖
母
が
安
全
で
安
心
し
た
生
活
を

送
れ
な
い
も
の
か
と
思
い
、
母
に
相
談
し
て
み
ま
し

た
。す
る
と
、
祖
母
の
よ
う
な
障
害
者
の
方
々
に
は
、

年
金
の
支
給
や
交
通
料
金
の
割
引
き
な
ど
の
配
慮

が
さ
れ
、
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、
そ

の
費
用
の
源
と
な
っ
て
い
る
の
が
国
民
が
納
め
て
い
る

税
金
で
あ
る
こ
と
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
話
を
聞
き
、
私
も
考
え
て
み
る
と
、
街
に

は
音
の
出
る
信
号
機
や
、
ボ
コ
ボ
コ
の
突
起
の
あ
る

視
覚
障
害
者
歩
道
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
も
の
も
や
は
り
、

税
金
に
よ
る
も
の
で
す
。個
人
の
力
で
は
な
か
な

か
作
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
ん
な
こ
と

を
考
え
る
と
、
税
金
の
力
が
ど
ん
な
に
偉
大
な
も

の
か
が
わ
か
り
ま
す
。私
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
税
が
、
障
害
と
い
う

壁
を
乗
り
越
え
る
手
助
け
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
頼

も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
税
は
障
害
者
の
方
々
に
限
ら
ず
、
国
民

一
人
一
人
の
生
活
と
共
に
あ
り
ま
す
。私
も
、
家

庭
や
地
域
の
生
活
の
中
で
、
そ
し
て
中
学
生
と
し

て
学
校
で
勉
強
し
て
い
る
中
で
た
く
さ
ん
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。今
ま
で
あ
ま
り
気
に
留
め
な
か
っ

た
こ
と
一
つ
一
つ
を
挙
げ
て
み
る
と
、
そ
の
多
さ
に

驚
き
ま
す
。も
し
税
と
い
う
も
の
が
な
か
っ
た
な
ら
、

今
ま
で
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
全
て
の
も
の
が
無

く
な
り
、
ま
た
社
会
の
機
能
が
壊
れ
て
し
ま
い
ま

す
。私
達
が
毎
日
を
快
適
に
、
そ
し
て
安
心
し
て

過
ご
せ
る
の
は
、「
税
」あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

　

私
は
優
し
い
祖
母
が
大
好
き
で
す
。祖
母
に
は
、

こ
れ
か
ら
も
安
心
し
た
毎
日
を
送
り
、
長
生
き
し

て
ほ
し
い
で
す
。そ
し
て
税
に
感
謝
す
る
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
、
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
生
活
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

祖
母
の
支
え
と
な
る
税

紫
波
第
三
中
学
校　

二
年　
　

齊　

藤　
　

遥

中学生の税に
ついての作文
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こ
の
道
一
筋
、
南
部
杜
氏
の

技
量
に
卓
越
技
能
の
栄

11/15

　

酒
造
工
と
し
て
五
十
四
年
、
杜
氏
と

し
て
三
十
九
年
間
、
酒
造
技
術
の
研
鑚

を
重
ね
て
き
た
佐
藤
常
夫
さ
ん
（
彦
部

野
上
）
が
県
卓
越
技
能
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。酒
造
工
程
に
お
い
て
良

好
な
蒸
米
水
分
、
ま
た
麹
用
米
を
常
に

均
一
に
仕
上
げ
る
こ
と
は
、
杜
氏
の
瞬

時
の
判
断
が
必
要
で
あ
り
、
佐
藤
さ
ん

が
仕
込
ん
だ
酒
は
多
く
の
清
酒
鑑
評
会

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。誠

実
、
温
厚
で
昔
気
質
な
人
柄
は
、
後
輩

の
指
導
に
も
あ
ら
わ
れ
、
今
年
七
月
ま

で
の
七
年
間
、
町
杜
氏
連
合
会
長
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

憩
い
の
ホ
ー
ル「
街
の
駅
」が
一
周
年

11/16

　

日
詰
商
店
街
に
あ
る
な
ん
バ
ザ

ホ
ー
ル
で
、
一
周
年
感
謝
セ
ー
ル
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
毎
週
水
・
木
曜
の
営
業

日
に
は
、
昼
食
を
買
い
求
め
る
人
や
す

こ
や
か
号
を
待
つ
人
た
ち
を
中
心
に

憩
い
の
場
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し

て
い
る
こ
の
ホ
ー
ル
で
す
が
、
こ
の
日

は
お
汁
粉
や
雑
煮
の
振
る
舞
い
、
マ
グ

ロ
の
解
体
売
り
や
ラ
ー
メ
ン
屋
台
も

あ
る
と
あ
っ
て
親
子
連
れ
も
多
く
目

に
つ
き
ま
し
た
。
商
店
街
の
人
た
ち

は
寒
さ
に
負
け
な
い
温
か
い
お
も
て

な
し
を
し
て
い
ま
し
た
。

小
さ
な
杵
で

よ
い
し
ょ
！　

よ
い
し
ょ
！

11/19

　

十
一
月
は
各
地
の
学
校
や
保
育
所

で
収
穫
祭
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

水
分
児
童
館
で
は
特
別
に
作
っ
て
も

ら
っ
た
小
さ
な
杵
で
順
番
に
掛
け
声

を
か
け
な
が
ら
も
ち
を
つ
き
上
げ
ま

し
た
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
モ

チ
王
国
紫
波
ひ
め
隊
の
紫
波
も
ち
つ

き
唄
も
上
手
に
踊
っ
て
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
は
水
分
駐
在
所
の

鎌
田
和
正
巡
査
が
一
日
館
長
と
し
て

も
ち
つ
き
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
り
、
か

く
し
芸
を
披
露
し
て
く
れ
た
り
し
ま

し
た
。

　

今
年
の
紫
波
町
芸
術
祭
は
十
月
六
日

の
吹
奏
楽
部
門
か
ら
始
ま
り
、
十
一
月

二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
の
小
・
中
学

生
作
品
展
ま
で
芸
術
の
秋
を
彩
り
ま
し

た
。今
年
か
ら
小
・
中
学
生
作
品
展
は
、

よ
り
多
く
の
人
が
鑑
賞
し
や
す
い
よ
う

に
ナ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
行

わ
れ
、
買
い
物
帰
り
の
人
も
多
く
立
ち

寄
っ
て
い
ま
し
た
。

　

合
唱
・
合
奏
部
門
で
は
出
演
者
が
小

学
生
か
ら
八
十
代
ま
で
と
年
齢
層
が
幅

広
く
、
講
評
を
担
当
し
た
三
上
聡
指
導

主
事
は
幅
広
い
世
代
が
交
流
す
る
意
義

と
団
体
ご
と
に
き
め
細
か
い
助
言
を
述

べ
、
今
後
の
活
動
に
エ
ー
ル
を
贈
っ
て
く

れ
ま
し
た
。 町

の
ア
ー
ト
が
勢
揃
い

紫
波
町
芸
術
祭
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今
年
で
十
六
回
目
を
迎
え
る
「
紫
波

町
ふ
る
さ
と
会
の
集
い
」
が
東
京
の
ロ
ッ

テ
会
館
で
百
五
十
人
（
関
東
在
住
者
）の

参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。一
昨
年
も
大

好
評
だ
っ
た
「
か
じ
町
さ
ん
さ
」
一
行
三

十
三
人
も
上
京
し
公
演
。さ
ら
に
炭
坑

節
や
東
京
音
頭
を
参
加
者
の
皆
さ
ん
と

輪
に
な
っ
て
踊
る
な
ど
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
の
台
風
六
号
の
被
害
に
つ
い

て
は
、
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
話
題

に
な
り
、
被
害
の
状
況
写
真
を
見
な
が

ら
、
昔
の
洪
水
を
思
い
出
す
人
も
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。会
員
の
申
し
出
に
よ

り
置
か
れ
た
募
金
箱
に
は
次
々
と
善
意

が
寄
せ
ら
れ
、
三
万
七
千
五
百
五
十
円

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
訪
れ
た
人
が
楽
し
み
に
し
て
い

た
の
が
紫
波
の
も
ち
。用
意
さ
れ
た
十

升
の
も
ち
は
あ
ん
こ
、
く
る
み
、
ご
ま

じ
ょ
う
ゆ
で
振
る
舞
わ
れ
、
あ
っ
と
い
う

間
に
な
く
な
り
ま
し
た
。ふ
る
さ
と
へ
の

思
い
が
一
層
高
ま
っ
た
ひ
と
と
き
で
し

た
。

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
は
か
わ
ら
ず

11/2

若
者
の
パ
ワ
ー
！　

さ
ざ
ん
か
祭
開
催

11/3

　

今
年
で
二
十
三
回
目
を
迎
え
る
「
さ

ざ
ん
か
祭
」が
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

華
道
・
書
道
・
陶
芸
な
ど
の
講
座
受
講

生
に
よ
る
作
品
展
示
、
お
茶
会
、
着
物

シ
ョ
ー
な
ど
で
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。ま

た
、
も
ち
ま
き
や
自
治
会
会
員
に
よ
る

各
種
屋
台
、
食
堂
、
喫
茶
の
開
設
な
ど
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
る
こ
と

も
で
き
充
実
し
た
一
日
で
し
た
。

　

町
の
霊
柩
車
の
運
転
手
と
し
て
長

年
務
め
ら
れ
た
佐
藤
正
夫
さ
ん
（
平

沢
）
に
藤
原
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
霊
柩
車
は
現
在
は
民
間

の
葬
儀
店
が
運
行
す
る
よ
う
に
な
り
、

町
の
霊
柩
車
と
し
て
は
佐
藤
さ
ん
が

最
後
の
運
転
手
で
、
こ
れ
ま
で
き
め
細

か
く
献
身
的
に
業
務
遂
行
し
た
功
績

が
讃
え
ら
れ
ま
し
た
。

町
勢
功
労
者
に
感
謝
状

11/14

勲
四
等　

瑞
宝
章

　

橋　

力
さ
ん（
古
館　

七
十
三
歳
）

　

早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
昭
和
二
十
六
年
水
沢
高

校
を
皮
切
り
に
教
壇
に
立
ち
、
岩
泉
、
盛
岡
南
、

盛
岡
第
四
、
盛
岡
第
三
高
校
の
校
長
を
務
め
、
全

国
高
等
学
校
文
化
連
盟
会
長
、
東
北
高
等
学
校
体

育
連
盟
会
長
な
ど
も
歴
任
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
四
年
か

ら
八
年
間
、
町
の
教
育
長

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

生
き
る
力
を
育
む
た
め
尽

力
さ
れ
、
児
童
、
生
徒
は
も

ち
ろ
ん
地
域
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

勲
六
等　

瑞
宝
章

高
橋　

満
さ
ん（
桜
町　

六
十
六
歳
）

　

昭
和
二
十
八
年
赤
石
消
防
団
に
入
団
。
班
長
、

部
長
、
副
分
団
長
、
分
団
長
と
歴
任
。
平
成
十
四

年
三
月
ま
で
本
部
副
部
長
。

四
十
九
年
間
の
長
き
に
わ
た

り
消
防
、
防
災
活
動
に
努

め
、
地
域
の
安
全
な
生
活

を
守
る
た
め
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

毎
年
か
か
さ
ず
参
加
し
て
い
る
塩
田
泰
さ
ん

（
赤
石
）。
北
上
川
に
堤
防
が
無
か
っ
た
こ
ろ

の
よ
う
な
洪
水
が
ま
た
起
こ
っ
た
こ
と
に
驚

い
て
い
ま
し
た
。

同
級
生
に
誘
わ
れ
初
め
て
参
加
し
た
川
村
勲
さ

ん
（
日
詰
）。
か
じ
町
さ
ん
さ
の
写
真
を
デ
ジ
カ

メ
で
た
く
さ
ん
撮
っ
て
い
ま
し
た
。
く
る
み
も

ち
が
気
に
入
っ
た
と
か
。

秋　の　叙　勲
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　県では屋外広告に関する法的な知識や構造などに関する講習会を行い

ます希望する人は、県都市計画課か各地方振興局土木部にある受講申請

書用紙に必要事項を記入の上、受講手数料（４,０００円）と共にお申し込みく

ださい。

■日時　２月６日（木）～７日（金）、午前１０時～午後５時

■受付期間　１月６日（月）～３１日（金）

■問合せ・申込　岩手県県土整備部都市計画課�６２９-５８９２

期　　間内　　　　　　　容教　室　名

２月９日～３月３０日
毎週日曜（８回）
午前１０時～正午

テニス経験者のさらなる上達を目指します。
■対象 一般成人で中級程度以上の実力の人
■会場 サン・ビレッジ紫波／■参加料 ２,０００円

テニス教室スキル
　アップコース
　定員：２０人

１月２５日～２月２２日
毎週土曜（５回）
午後７時～８時３０分

ユニカール・キンボール・ピロポロなどのニュースポーツで子どもか
ら大人まで楽しく遊ぶことができます。
■対象 小学４年生以上／■会場 総合体育館／■参加料 ５００円

ニュー
　スポーツ教室
　定員：３０人

１月７日、８日、９日
水・木・ 金曜（３回）
午前８時３０分～１１時３０分
総合体育館集合（バス送迎）

貸切の会場で指導。初めての人でも、滑ることができるようになります。
■対象 小学生以上／■会場 石鳥谷アイスアリーナ
■参加料 高校生以上３,０００円、小・中学生２,０００円
（参加料は入場料、貸靴料、保険料を含んだ金額です）

スケート教室
　定員：４０人

１月４日、５日、１１日、１２日
（土・日曜）４回
午前８時～午後４時３０分
総合体育館集合（バス送迎）

スキーの履き方からパラレルターンまで、レベルに応じて指導します。
■対象 小学４年生以上／■会場 網張スキー場
■参加料 高校生以上３,０００円、小・中学生２,０００円
（リフト代は個人負担、高校以上１,５００円、小中１,０００円の予定）

スキー教室
　定員：４０人

ボードの履き方からターンまで、レベルに応じて指導します。
■対象 高校生以上／■会場 網張スキー場
■参加料 ３,０００円（リフト代は個人負担、１,５００円の予定）

スノーボード
　　　　教室
　定員：２０人

１月１４日～３月４日
毎週火曜（８回）
午前９時～午後４時３０分
総合体育館集合（バス送迎）

スキーの履き方からターン応用まで、レベルに応じて指導します。ゲ
レンデがすいている平日での開催です。
■対象 １６歳以上の女性／■会場 網張スキー場
■参加料 ６,０００円（リフト代は個人負担、１,５００円の予定）

レディース
　スキー教室
　定員：３０人
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���������	
�����������		
　県では、これからの岩手のみちづくりの指針となる「岩手のみちの将来

像」の案をつくりました。この案に対して皆さんからご意見を募集しています。

■募集期間　１２月２７日（金）まで

■応募方法　役場や「道の駅」で配布しているパンフレットまたはホーム

ページからご応募ください。アドレスは

http://www.pref.iwate.jp/̃ hp０６０２/index.html

■問合せ　岩手県県土整備部道路建設課�６２９-５８６８

��������
��������	
　町では本に親しむことを目的に読書感想

文を募集し、優秀な作品を表彰します。

■応募資格　町内在住または町内に勤務・

在学中の人

■応募規定　作品は未発表でテーマは①

本を読んで、②生活と読書、③本をめぐる

随想の中から４００字詰め縦書き原稿用紙

５枚以内（高校・一般）で。住所、氏名、職

業、本の題名、著者、出版社を記入のこと

※ 小・中学生・紫波高生は学校を通じての

応募になりますので、学校から詳細をきい

てください。

■締切　１月２８日（火）　※作品は返却し

ません。

■問合せ・申込　中央公民館�６７２-３３７２
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小昼（こびる）ハウス
地元のもちでお正月準備は万全
三色餅＆きねつき餅

　

産
直
の
古
館
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
に
隣
接
す
る
三
年
目

を
迎
え
た
も
ち
の
里
・
小
昼
ハ
ウ
ス
は
、
こ
れ
か
ら
い
よ

い
よ
大
忙
し
。
店
売
り
の
ほ
か
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
温
泉
館

な
ど
施
設
へ
の
出
荷
、
町
の
新
た
な
特
産
品
「
き
ね
つ
き

餅
」
の
県
外
注
文
、
お
正
月
用
「
の
し
餅
」
の
受
付
な
ど

十
五
人
の
メ
ン
バ
ー
は
休
む
間
も
あ
り
ま
せ
ん
。
豊
富

な
品
揃
え
で
目
移
り
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
迷
っ
た
と
き

に
お
す
す
め
な
の
が
写
真
の
「
三
色
餅
」
。
あ
ん
こ
、
ご

ま
、
く
る
み
、
し
ょ
う
が
じ
ょ
う
ゆ
、
ご
ま
じ
ょ
う
ゆ
な

ど
、
そ
の
日
、
そ
の
時
に
よ
っ
て
も
ち
の
種
類
が
変
わ
る

見
た
目
も
美
し
い
も
ち
セ
ッ
ト
で
す
。
こ
の
ほ
か
あ
ん
こ

の
「
お
焼
き
」
や
ひ
と
め
ぼ
れ
を
炊
き
あ
げ
て
作
る
「
だ

ん
ご
」
も
お
す
す
め
。
な
お
正
月
用
「
の
し
餅
」
は
十
二

月
二
十
八
日
ま
で
受
付
。
三
十
日
か
ら
一
月
十
日
ま
で

は
お
母
さ
ん
た
ち
も
自
宅
で
の
ん
び
り
お
休
み
で
す
。

「4つの味でも『三色もち（店売り３００円）』なの」と笑うお母さんたちはみんな元気。
ちなみに正月用のしもちは1kg８００円。

 
【
小
昼
ハ
ウ
ス
】

　
　

高
水
寺
字
田
中　
―

２
６６

　
　

�
６
７
２
―

６
０
８
０

　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
１
時

３０

　
　
（
閉
店
後
は
産
直
で
販
売
）

　
　

木
曜
定
休

　お友だちが捕まえて教室
の水槽で飼っていたミミ
ちゃんです。寒くなったので
川に帰しました。元気でいる
かな？

【作品名】
ＵＦＯ

【作品名】ザリガニ

　「物語が動く」というテーマで取り組んだ工作です。
右のハンドルを回すと３台のUFOがそれぞれ違っ
た動きをします。仕掛けはラジオペンチを使って作
りました。

小田中るりかちゃん（1年）

北條　 祥 くん（6年）
あきら


